
ニセコ町は、雇⽤者数の約30％、付加価値額の約60％が「宿泊業・飲⾷サービス業」で、観光業を中⼼とした産業構造をなしている。ニセコアンヌプリを頂
点に連なるニセコ⼭系、⽇本百名⼭の⽺蹄⼭などの⼭々に囲まれ、清流⽇本⼀の尻別川が流れるなど、豊かな⾃然環境・観光資源を有し、夏はラフティングな
どのアクティビティ、冬はスキー・スノーボードが楽しめるため、年間170万⼈を超える観光客が訪れる。この観光業への事業者参⼊を後押しすることで雇⽤の
創出を⾏うとともに、観光事業者が⾏う再⽣可能エネルギー導⼊や省エネルギー対策の推進をしていく。また、ニセコ町産農産物の購⼊を⽬的に訪れる⼈も多
く、年間3億円以上の売上げがあるなど地元農産物が観光資源としての⾼い⼈気を得ている。このブランド化を後押しすることによって、観光業の更なる付加価
値額の増⼤を同時に⽬指す。

北海道ニセコ町

・１件あたり平均50百万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を2件創出。
・これらの地域経済牽引事業が促進区域で1.3倍の波及効果を与え、促進区域で約130百万円の付加価値
額を創出することを⽬指す。

計画同意の⽇から令和10年度末⽇まで

《促進区域図》促進区域

経済的効果の⽬標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間・不動産取得税・固定資産税の減免措置
・北海道産業振興条例に基づく助成措置
・町が有する観光客データの情報公開
・事業者からの事業環境整備の提案への対応
・町遊休地の活⽤
・賃上げ促進⽀援

制度・事業環境の整備

・ニセコ町商⼯会
・(株)ニセコリゾート観光協会

地域経済牽引⽀援機関

【要件１︓地域の特性を活⽤すること】
ニセコ町の観光資源を活⽤した観光関連分野

【要件２︓⾼い付加価値を創出すること】
・付加価値増加分︓4,611万円超

【要件３︓いずれかの経済的効果が⾒込まれること】
・売上︓8％以上増加・雇⽤者数︓3⼈以上増加

計画のポイント

北海道ニセコ町における基本計画の概要


